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変形性股関節症について整形外科
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C o l u m n

　

変
形
性
股
関
節
症
（
股
Ｏ
Ａ
）
は
、
股
関
節

に
生
じ
た
変
形
性
関
節
症
（
Ｏ
Ａ
）
で
あ
り
、

関
節
軟
骨
の
す
り
減
り
、
関
節
内
に
水
が
た
ま

る
（
関
節
水
症
）、
骨
の
変
形
な
ど
で
、
痛
み

が
生
じ
関
節
機
能
が
障
害
さ
れ
る
疾
患
で
す
。

股
関
節
は
骨
盤
と
脚
を
つ
な
ぎ
体
重
を
支
え
る

重
要
な
関
節
で
す
の
で
、
そ
の
機
能
が
障
害
さ

れ
る
と
移
動
能
力
が
低
下
し
「
ロ
コ
モ
」
の
原

因
と
な
り
ま
す
。

　

我
が
国
で
は
発
育
性
股
関
節
形
成
不
全
や
寛

骨
臼
形
成
不
全
な
ど
子
供
の
時
の
発
育
障
害

が
、
股
Ｏ
Ａ
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
股
関
節
へ
の
過
度
の
力
学
的
負
担
も
股

Ｏ
Ａ
の
発
症
や
進
行
に
関
連
し
て
お
り
、
肥
満
、

重
い
物
を
持
つ
作
業
の
職
業
、
過
度
の
ス
ポ
ー

ツ
は
そ
の
危
険
因
子
で
す
。

　

診
断
に
は
、
問
診
と
診
察
の
ほ
か
Ｘ
線
検
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
関
節
軟
骨
が
す
り
減
る
と
関

節
の
隙
間
が
狭
く
な
り
、
進
行
す
る
と
骨
棘
や
、

骨
の
う
胞
な
ど
の
骨
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
、
関
節
軟
骨
の
す
り
減
り
や
、
関

節
水
症
、
骨
の
腫
れ
（
骨
髄
浮
腫
）
な
ど
、
よ

り
詳
細
に
病
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

治
療
は
保
存
治
療
が
基
本
で
す
。
股
関
節
へ

の
過
度
の
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
体
重
管
理
（
減

量
）
や
、
重
い
物
を
持
つ
作
業
を
減
ら
し
た
り
し

ま
す
。
運
動
療
法
も
痛
み
の
軽
減
や
機
能
改
善
に

効
果
が
あ
り
、
股
関
節
の
ま
わ
り
の
筋
肉
を
鍛
え

る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
水
中
歩
行
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
す
。
痛
み
が
強
い
場
合
は
、
鎮
痛
薬
を
内

服
し
、
痛
み
を
軽
減
さ
せ
身
体
機
能
を
維
持
す
る

よ
う
に
し
ま
す
。
関
節
内
注
射
を
行
っ
て
痛
み
を

軽
減
さ
せ
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

手
術
治
療
と
し
て
は
、
自
分
の
関
節
を
温
存
す

る
手
術
と
、
人
工
関
節
に
交
換
し
て
し
ま
う
人
工

関
節
手
術
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
関
節
を
温
存
す

る
手
術
は
、
寛
骨
臼
形
成
不
全
が
あ
り
、
関
節
軟

骨
の
す
り
減
り
が
少
な
い
初
期
の
場
合
に
す
す
め

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
50
歳
以
上
で
は
術
後
成
績

が
劣
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
人
工
股

関
節
手
術
は
関
節
の
変
形
や
破
壊
が
進
行
し
て
い

る
場
合
に
選
択
さ
れ
、
痛
み
を
取
る
効
果
と
機
能

改
善
に
優
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
手
術
手
技
の
向

上
や
人
工
関
節
の
改
良
な
ど
に
よ
り
、
術
後
早
期

に
機
能
回
復
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
合
併
症
の
ひ
と
つ
で
あ
る
人
工
関
節

脱
臼
は
減
少
傾
向
で
あ
り
、
術
後
の
動
作
制
限
も

行
わ
な
く
て
も
よ
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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